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2025/12/31 2026/7/31 2026/7/31
（前年末） （前月末） （前週末） 水準 日付 水準 日付

日経平均 円 50,339.48 64,362.02 64,362.02 72,831.73 2026/6/22 30,487.67 2023/10/4
NYダウ ﾄﾞﾙ 48,063.29 52,485.03 52,485.03 53,289.30 2026/7/7 32,327.20 2023/10/27
円/ﾄﾞﾙ 円 156.71 157.40 157.40 163.99 2026/7/23 139.58 2024/9/16
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今週の日本株市場は、円高進行や日銀の追加利上げ観測が重荷となるも、良好な企業業績を背景に堅調さを取り戻すとみます。

本日（8/3）の日本株市場は、片山財務大臣が先週末31日に「米財務省と協調して円買い介入を実施した」と発表し、ベッセント

米財務長官も同調を示したことから、一時1ドル155円台前半まで円高ドル安が進行したことを嫌気し、大きく下落して始まりま

した。しばらくは、為替介入への警戒感や円高進行が輸出企業の業績を下押しするとの見方が、日本株の上値抑制に働くとみます。

また、31日の日銀金融政策決定会合後の記者会見において、植田日銀総裁の発言を受けた追加利上げ観測の高まりも株価の重しに

なるとみます。ただし、①米景気の堅調さや米利上げ観測、日本の貿易収支赤字の定着などファンダメンタルズ面での円安ドル高

材料に変化がない中、もう一段の円高進行は限定的とみること、②主要輸出企業の会社計画における為替前提は1ドル150円台前

半で、現状程度の円高では業績への悪影響は限定的とみることなどから、足元で本格化している4-6月期決算で堅調な業績が確認

されるにつれて、日本株市場は堅調さを取り戻すとみます。その他の注目材料として、日本では5日の毎月勤労統計、米国では3日

のISM製造業景況指数、4日のJOLTS求人数、5日のISM非製造業景況指数、7日の非農業部門雇用者数変化、欧州では6日の小売

売上高、ドイツでは7日の鉱工業生産などが挙げられます。

～ 円高進行や日銀の追加利上げ観測が重荷となるも、

良好な企業業績を背景に堅調さを取り戻す～

本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、「当社」といいます。）が、投資の参考となる情報提供を目的として作成したもので、特定の商品に対する投資勧誘を意図するものではあ

りません。本資料は当社が信頼できると判断した情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。資料中に記載されたグラフ、数値等は過去の実

績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。また、コメントについては作成日時点での判断であり、将来予告なく変わることがあります。最終的な投資決定はお客様ご自

身の判断でなさるようにお願いいたします。
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（注）チャートは過去1年

週刊日本株レポート （8/3～8/7）

１．日米株式と円／ドルの推移

４．日本株市場 今週の見通し

商号等 ：朝日ライフ アセットマネジメント株式会社

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第301号

加入協会：一般社団法人資産運用業協会

先週の日本株市場は、日経平均が▲249.13円（▲0.39％）、TOPIXが▲8.01ポイント（▲0.20％）となり、AI（人工知能）・

半導体に関する材料に左右されつつ、前週末比では小幅下落しました。業種別でみると、ゴム製品、空運業、その他製品などの18

業種が上昇した一方、非鉄金属、銀行業、金属製品などの15業種が下落しました。

27日は、先々週末にSOX（フィラデルフィア半導体株）指数が下落したことが国内半導体関連銘柄の重荷となったものの、トラン

プ米大統領がイランへの大規模攻撃を見送る方針を示したことなどが好感され、上昇しました。28日は、韓国で半導体メモリ企業

の株価急落を受けて韓国株市場が大幅下落したことから、半導体関連銘柄中心に下落しました。29日は、前日に半導体関連企業の

工場が多い熊本県で最大震度７の地震が発生し、半導体サプライチェーンへの影響が懸念されたものの、好決算銘柄への買いの広

がりなどが下支えとなり、反発しました。30日は、前日に発表された半導体検査装置大手アドバンテストの好決算を受けて、AI・

半導体関連銘柄への買い戻しが広がったものの、米国とイランの対立激化などが意識され、反落しました。31日は、日米企業の決

算を受けてAIに対する過剰投資懸念が和らいだことなどから、反発して引けました。

２．日本株市場 先週の振り返り ～ AI・半導体に関する材料に左右されつつ、前週末比では小幅下落 ～

３．今週の主な予定

※ 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

～ 円高進行や日銀の追加利上げ観測が重荷となるも、

良好な企業業績を背景に堅調さを取り戻す～

過去３年高値・安値はザラ場ベース / 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

日程 曜日 国・地域 項目 期間 前回

8月3日 Mon 米国 ISM製造業景況指数 7月 53.3
貿易収支 6月 ▲776億ドル
JOLTS求人数 6月 +759.4万人
製造業受注（前月比） 6月 ▲1.3%

日本 毎月勤労統計-現金給与総額 6月 +3.3%
ADP雇用統計 7月 +9.8万人
ISM非製造業景況指数 7月 54.0

ドイツ 製造業受注（前月比） 6月 +1.9%
欧州 小売売上高（前月比） 6月 +0.2%

景気一致指数 6月 117.9
景気先行CI指数 6月 116.5

ドイツ 鉱工業生産（前月比） 6月 +0.9%
米国 非農業部門雇用者数変化 7月 +5.7万人

決算発表予定　他 国内 決算発表　：

決算発表予定　他 海外 決算発表　：
8/3 ﾊﾟﾗﾝﾃｨｱ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ､ｵﾝ･ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰ 8/4 ﾊﾞｲｴﾙ､HSBCﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ､ﾌｧｲｻﾞｰ､ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ､ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ･ﾏｲｸﾛ･ﾃﾞﾊﾞｲ
ｾｽﾞ 8/5 ﾊｲﾈｹﾝ､ｼｰﾒﾝｽ･ｴﾅｼﾞｰ､ｸﾞﾚﾝｺｱ､ｲｰﾗｲﾘﾘｰ､ｻﾝﾃﾞｨｽｸ 8/6 ﾄﾞｲﾂﾃﾚｺﾑ､ｼｰﾒﾝｽ､ﾗｲﾝﾒﾀﾙ､ｸﾗｳﾄﾞﾌﾚｱ､ｴｱﾋﾞｰｱﾝ
ﾄﾞﾋﾞｰ 8/7 ｱﾘｱﾝﾂ､ﾃｲｸﾂｰ･ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ･ｿﾌﾄｳｴｱ

8/3 伊藤忠､三菱商事､大塚商会､塩野義製薬､三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ 8/4 三井物産､三菱重工､日本製鉄､ｲﾋﾞ
ﾃﾞﾝ､ﾄﾖﾀ 8/5 鹿島､ｷｯｺﾏﾝ､花王､ﾐﾈﾍﾞｱ､ﾎﾝﾀﾞ 8/6 NTT､古河電工､ﾚｰｻﾞｰﾃｯｸ､任天堂､ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸG 8/7 商船三井､ﾌｼﾞ
ｸﾗ､出光興産､三菱地所､大林組
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